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エコ商品に対する消費者の心理 

～買い替えに影響する要因の解明による買い替え促進～ 

 

 

 

はしがき 

 我々は、本年度の関東 10 ゼミ討論会のテーマである「未来に向けた日本活性化」に基づき、現在の社会

にある問題点を見つけ出し、それをいかにして解決に導くのか、このことにより将来的に実用可能な提案

をすることを目標に掲げた。まず、我々は「耐久財」という切り口から研究を進めていくにあたり、目標

としている、現状を打破できるような「何か」を考えていた。そこで目をつけたのが、「エコポイント制

度」や「エコカー減税」などの耐久財を対象にした政策である。消費者に対して、これらの政策の効果は

目を見張るものがあり、やはり「減税」をはじめとする金銭面での訴求方法は消費者に対して絶大な影響

を与えるということを再認識させられた。我々は、この金銭面での訴求方法の強さにより消費者は結局、

「安さ」を求めて購買に至っているのが現状なのではないか、との疑問を抱くと同時に政策終了後の耐久

財市場に対して不安を覚えた。この「安さ」という最大の武器を失くしてしまったあとの日本の耐久財市

場は、消費者にアピールできるものがなくなってしまう。この危機を重く受け止め、我々は｢価格｣面以外

の有効な訴求方法を探し出し、どうにか消費者に対してアピールできないかと考えた。 

 研究は、後述するが、広瀬の環境配慮的行動と規定因との要因連関モデルを参考にしていくにあたり、

我々独自のオリジナリティという部分を出すことに対して、多大な時間と苦労を要した。既存のモデルか

ら、いかにして研究の面白みを出すことができるのか、という点において、我々だけでは気が付けなかっ

た部分が多いだろう。この研究を最後まで貫き通すことが出来たのは、半年間のうちにさまざまな面でメ

ンバー一人一人が成長できたからであろう。それも、すべてはこの研究に関わっていただいた方がいてく

ださったからである。 

最後に、この研究を行うにあたり、ご指導いただいた奥瀬喜之教授、忙しい中、時間を割いて多くのア

ドバイスをくださった先輩方、その他大勢のお世話になった方々に対して感謝の意を述べたい 
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①――はじめに 

 

 唐突だが、皆さんは「エコ」という言葉に対し

てどのような印象を持っているのだろうか。恐

らく、製品に「エコ」とついているだけで、この

製品は環境に配慮しているのだろうと感じるの

ではないだろうか。たとえ、その製品自体に対

する知識が全くない状態だとしても、「エコ」と

つくだけで、環境に良いものという印象を持つ

のであろう。しかし、実際はどうなのだろうか。

確かに名前に「エコ」とつけることは製品の購入

を促進させる１つの手段かもしれないが、消費

者がエコに対して抱いているものはそれだけで

はないだろう。そこで我々は耐久財市場におけ

るエコ商品の買い替え場面においてどのような

要因が影響を及ぼすのかについて研究し、的確

な要因に対し効果的なアプローチを試みること

で、エコ商品の買い替えを促進させることを目

的として研究を行うこととした。 

 

②―――序論 

 

1． 現状分析と問題提起 

 

 本節では、「買い替え」そして「エコ商品」に

焦点を当てた現状分析から、それに伴う問題設

定を行う。 

 まず、「買い替え行動」は現在どのような状況

にあるのだろうか。現在の日本で耐久財におけ

る購買状況を含め考察を行うことにする。 

現在の耐久財の購買状況は、内閣府の「消費主

要耐久消費財の普及率」の調査によると平成 22

年 3 月時点で、ルームエアコン、カラーテレビ、

乗用車(新車)における普及率はそれぞれ、ルーム

エアコン 89%、カラーテレビ 99.5%、乗用車(新

車)83.3%（平成 22年 3月内閣府「消費主要耐久消費
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財の普及率」より）となっている。この調査により、

多くの主要耐久財の普及率は 80%以上の高い水

準となっている。 

次に、「エコ商品」を取り巻く環境はどのよう

なものになっているのだろうか。 

現在の日本では、「エコポイント制度」や「エ

コカー補助金」などのエコ商品購入支援政策によ

り、一時的にエコ商品の売り上げが伸びている

状況にあるといえる。 

これらのエコ商品購入支援政策のうち、はじ

めにエコポイント政策の影響から見てみること

にする。 

総務省統計局の「家計消費状況調査」では、エ

コポイント制度によりエコポイント対象品目実

質支出が伸びているという事を示している。ま

た、JEITA によるとエコポイント制度による薄

型テレビの出荷台数は 2010 年 9 月時点で、対前

年比 91%にあたる 218.5 万台に達したとされて

いる。このような政策は地上デジタル放送対応

のテレビの普及を行う上でも効果をもたらした

とされている。 

しかし、このようなエコ商品購入支援策はエ

コ商品の売り上げ増加をもたらした反面、政策

が実施されている今が買い時と判断した消費者

による需要の先食いを引き起こしているため、

エコポイント制度が終了した 2011 年度は反動減

による売り上げ減少が避けられない状況にある

と言える。 

次に、エコカー補助金の影響を見てみること

にする。 

日本自動車販売協会連合会等の行った「新車販

売台数の推移」の調査では、エコカー補助金の政

策により新車販売台数は増加をもたらしている

とされている。このような政策は金融危機に伴

う自動車販売急減という影響の緩和に効果をも

たらしたとされている。 

しかし、エコカー補助金もエコポイント政策

と同様に需要の先食いが起き、補助金が終了し

た 2010 年 9 月から売り上げは減少していくと言

える。 

以上の 2 つの政策の影響を見ると、政策によ

り耐久財の売り上げは一時的には伸びているも

のの、政策終了に伴い、耐久財の消費は大きく

低迷すると考えられる。 

では、このまま黙って売れない時期を耐え抜

くしかないのか。 

我々は、その時にこそマーケティングの本質が

問われるのではないかと考え、価格の面以外の

訴求により、新たに需要を喚起できないか、と

考えた。 

そこで目をつけたのがエコポイント政策やエ

コカー補助金対象に共通する「エコ」というキー

ワードである。では、現在の消費者は「エコ」に

対してどのような意識や関心を持っているの

か。 

 （株）長谷エアーベストが 2008 年 11 月に行っ

た「エコ・環境に関する意識調査」では「環境・

エコについて関心がありますか」という質問に対

し、95.3％の人が“非常に関心がある”“関心があ

る”と回答している。また、キリンホールディン

グスが 2009 年に行った「環境」に対する意識調

査では「環境に良いと思うエコアクションは」と

いう質問に対し、46.7%の人が「エコ家電の使用

は環境に良い」と回答している。 

これらの 2 つの企業の調査により、現在の消

費者は環境・エコについて高い関心を示してい

ると言えると同時に、エコ家電の使用は環境・

エコに対して良いものだと意識しているという

ことがわかる。 

しかし、キリンホールディングスが 2009年に

行った環境に対する意識調査によると「実践して

いるエコアクションは」という質問に対して「エ
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コ家電の使用」と回答した人は 18.4%に留まって

いる。 

つまり、エコへの関心は高まっており、エコ

家電の使用は環境に良いという前向きな“態度”

があるにも関わらず、エコ家電の“購買行動”に

は至っていない消費者が多いということが考え

られる。 

以上のことから我々はエコ商品の購買行動に

おける「態度と行動の不一致」という現状を問題

提起として掲げ、その問題の原因はどこにある

かを解明するために研究を進めていくことにす

る。  

図表―――1 

エコポイント対象商品の実質支出の伸び 

 

２．定義 

 

 本節では、研究を行っていく上で対象となる

「買い替え」という行動、財、対象者という各要

素の定義を行う。以下で定義する事柄について

は、本論または結論における前提条件とする。 

 

(1) 買い替えの定義 

まず耐久消費財とは、比較的高価なものであ

り、長期間(1年以上)使用するもの（統計省統計局

「統計研究所｣）とし、本研究においての買い替え

の定義を「既存の耐久消費財以上に環境対応して

いる商品を購入すること」とする。また買い替え

という点から、耐久財の新規購入は本研究の買

い替えの定義には当てめないこととする。 

 

(2) 対象となる財の定義 

 ここでは、本研究を行っていく上で対象とす

る財の定義を行う。対象とする財の条件は、耐

久財であること、買い替えの定義に則している

ことの 2 点である。この条件より、我々は研究

対象を「エコ家電」とした。なお、「エコカー」

は家電と比べると所得格差によって購買に差が

大きく出ると予想されるのでここでは対象財と

して扱わないこととする。 

 第一の条件だが、本研究では耐久財に関して

「原則として想定耐用年数が 1 年以上で比較的

購入価格が高いもの」という定義を使用する。家

電に関しては、価格は比較的高価であり耐用年

数も 1 年を超えるであろう。本研究では、その

なかでも、現在「エコポイント政策」の対象とな

っている「地上デジタルテレビ、エアコン、冷蔵

庫」の 3 点を「エコ家電」と呼ぶこととし、研究

の対象財とする。 

 第二の条件だが、本研究の買い替えの定義は、

「既存の耐久消費財以上に環境対応している商

品を購入すること」である。エコポイント制度対

象商品である家電はそれ以前に発売されている

製品に比べ、環境に配慮されているということ

が言え、買い替えの定義にも当てはまることか

ら研究対象を「エコ家電」とする。 

 

(3) 対象者の定義 

 ここでは本研究を行っていく上での対象者の

定義を行う。 

上記で記した対象財の買い替えを行うことが可

能な年齢で、なおかつ所得のある人を対象者と

定義する。具体的には 20 代以上の男女でエコ家
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電の買い替えを行うことが可能な人、主に世帯

主を対象とする。 

 

本章では、序章という位置づけで買い替え行

動、エコ商品と政策の現状分析と問題提起、 各

種 要 素 の 定 義 付 け を 行 い 、 総 じ て 問 題

解決へのアプローチ方法を述べた。本研究の目

的を達成するための準備段階として、本章で述

べたことは本論、結論での前提条件となる。ま

た、以下本論では、本研究の視点から既存研究

のレビューを行い、問題点を指摘する。その上

で、アンケート調査をもとにした統計的手法を

用いて検証していく。 

 

 

③―――本論 

 

1．既存研究レビュー 

 

 本章では我々が問題提起としてあげた「態度と

行動の不一致」の原因がどこにあり、買い替え行

動へどのように影響しているのかを解明してい

く上で参考にした既存研究について述べてい

く。 

 

(１) 環境配慮行動の規定因との要因連関モデル 

 「態度と行動の不一致」の解明を行う上で、

我々は広瀬[1994]が作成した「環境配慮行動の規

定因との要因連関モデル」(以下広瀬モデル,図表

2)を使用することとした。このモデルは環境配

慮行動に関する態度から行動に至るまでのプロ

セスを示すものである。ここで述べている環境

配慮行動とは、例えば、リサイクルや再生品の

購入というものがある。我々は、環境配慮行動

の一環として「エコ家電の買い替え」を広瀬モデ

ルに当てはめて研究を進めることとした。 

 ここで広瀬モデルの概要について述べたいと

思う。 

広瀬モデルは社会心理学の代表的な意思決定

理論に準拠して環境配慮的行動を説明する 4 つ

のモデルから構成されており、行動を規定する

要因は大きく 2つに分類される。1つ目は環境配

慮行動を促進する要因を重視したモデルであり、

2 つ目は環境配慮行動を抑制する要因を重視し

たモデルである。 

1 つ目の 環境リスク認知、責任帰属認知、対

処有効性認知の 3 つの要因が規定因となって環

境問題化解決に対して何らかの貢献をしたいと

いう態度、つまり目標意図を形成する。 

2 つ目の環境配慮行動を抑制する要因を重視

したモデルというのは、実行可能性評価、便

益・費用評価、社会規範評価の 3 つの要因が規

定因となり、環境配慮行動を行うかどうかの行

動意図を形成している。この大別した 2 つのモ

デルを合わせて広瀬モデルが形成されている。 

ここで目標意図の規定因となる認知の 3 要因

と行動意図の規定因となる評価の 3 要因につい

て簡単に説明しておく。 

まずはじめに認知の 3 要因について触れるこ

とにする。 

1 つ目の環境リスク認知とは、環境汚染がど

れ程深刻であり、その発生がどれ程確からしい

かについての認知である。例えば、地球温暖化

問題が地球にとってどの程度深刻な問題である

のかといったものである。環境問題のリスクを

大きいと認識する程、それに対して何らかの対

処行動をとろうという意図は強くなるとされて

いる。 

2 つ目の責任帰属認知は、環境汚染や破壊の

原因が誰あるいは何にあるのかといった認知で

ある。例えば、ごみが問題の原因は自分自身に

あると考えるものである。環境問題に対する責
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任の程度を強く認識する程、環境にやさしくし

たいとの意図も強くなる。 

3 つ目対処有効性認知は、何らかの対処によ

って環境問題は解決可能かどうかという認知で

ある。例えば、1 人ひとりが環境に優しい商品

を購買することによって環境問題は解決に向か

うのではないかと考えるものである。自分たち

の取り組みにより問題が解決可能だと判断でき

る場合のほうが、対処の有効性感覚は大きくな

るとされている。 

次に評価の 3 要因について触れることにす

る。 

1 つ目の実行可能性評価は、行動の具体的情

報に個人がどの程度アクセス可能かどうかとい

うものである。例えば、エコカーはどこで購入

が可能かわかるといったものである。 

2 つ目の便益・費用評価は、今までの行動を

環境配慮的行動に変えると今迄よりもどれ程便

利さや快適さが損なわれるかといったものであ

る。例えば、エコ商品を購買する方がエコでは

ない商品を購入するときコストが掛ってしまう

というものである。環境配慮的行動に変えた場

合の個人的便益の減少分とコストの増大分が大

きいと評価されると、環境に対して何らかの対

処行動をとろうという意図は抑制されるとされ

ている。 

3 つ目の社会規範評価は、行動に対する社会

的規範、つまり行動が準拠集団の規範や期待に

沿っているか否かを判断することである。例え

ば、自分の友人がエコ商品を購入しているから、

自分も購入するといったものである。準拠集団

への同調が重要である程、規範評価は行動選択

での主要な評価判断となる。 

現状分析で挙げた「エコへの関心は高まってお

り、エコ家電の使用は環境に良いという前向き

な“態度”がある」という部分は環境問題解決に何

らかの貢献がしたいという目標意図に当てはめ

る事ができると考えられる。また現状分析によ

り、認知の 3 要因は形成され環境問題解決に何

らかの貢献がしたいという目標意図は形成され

ているのではないかと考察した。これより、態

度があり目標意図が形成されているということ

から、「態度と行動の不一致」の原因は行動意図

を規定する評価の 3 つの要因にあるのではない

かと考察した。 

図表―――2 

広瀬（1994）環境配慮行動と規定因との要因連

関モデル 

 

（2）―――社会規範への着目 

 前項で我々は「態度と行動の不一致」の原因は

行動意図を規定する 3 つの要因にあるのではな

いかと考察した。前項でも述べたように行動意

図を規定する要因には、実行可能性評価、便

益・費用評価、社会規範評価の 3 つがある。そ

れぞれの意味もまた前項で述べたとおりだが、

実行可能性評価と便益・費用評価は、外からの

刺激が少なく、自らが環境配慮行動の評価を行

う事に対し、社会規範評価は外からの刺激を多

く受けてから環境配慮的行動の評価を行う点で

2 つの要因との違いがあるのではないかと考え

た。これより、社会規範に着目して研究を進め

ることは「態度と行動の不一致」の原因や影響を

解明する上で重要な点ではないかと考えた。そ

こで我々は社会的規範に着目して研究を進める

こととした。 
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 では、社会的規範とはどのような種類がある

のだろうか。社会規範を取り上げている既存研

究を例に見てみることにする。 

社会的規範についてを研究している例として

Cialdini[1991]の“A theoretical refinement  

and  reevaluation of  the  role  of norms  

in human  behavior”が挙げられる。この研究

では、社会的規範を命令的規範と記述的規範の

２つの枠組みで捉えている。Cialdini は命令的

規範を“social norms of the injunctive kind, 

which guide one's behavior via the perception 

of how most others would approve/disapprove of 

one's conduct ”（その社会規範はほとんどの他

のものが人の行為に承認するか、またはどう難

色を示すだろうかに関する知覚で人の振舞いを

誘導する）、記述的規範を “social norms of 

the descriptive kind, which guide one's 

behavior via the perception of how most others 

would behave ”(その社会規範はほとんどの他の

ものがどう振る舞うだろうかに関する知覚で人

の振舞いを誘導する)と定義している。つまり、

命令的規範とは、多くの人々がとるべき行動や、

望ましい行動と評価するであろうという、個人

の知覚に関する規範である。また、社会的報酬

や罰をもって行動が志向され、法律の形成とも

密接に関連している。命令的規範を赤信号時の

歩行者の行動に当てはめてみると、赤信号であ

るから止まって青になるまで渡るべきではない

と考えることである。 

一方、記述的規範とは、多くの人々が実際に

とっている行動であるとの知覚に基づく概念で

ある。つまり、周囲の他者がとる行動を、その

状況における適切な行動の基準であるとの認知

に基づく規範である。記述的規範を赤信号時の

歩行者の行動に当てはめてみると、赤信号だか

ら止まって待ってなければならないが、周りの

人は赤信号を無視して渡っているので自分も渡

っても良いだろうと考えることである。 

これまでの研究では、命令的規範と記述的規

範は異なる概念とされてきたが(Cialdini et 

al.[1991])、行動意図との関連については明確に

されてこなかった。 

以上の既存研究により、社会規範は記述的規

範と命令的規範に分けられることがわかり、そ

れぞれ影響が違うということがわかった。 

以上を踏まえ、本研究では、「命令的規範、記

述的規範と行動意図への関係性」を明らかにする

ことにより「態度と行動の不一致」の原因と影響

を解明できるのではないかと考えた。よって、

前節で触れた既存研究を考慮し、次節では仮説

の構築および仮説提唱を行っていく。 

 

2． 仮説の提唱 

 

 本節では、現状分析により問題化された「態度

と行動の不一致」の原因と買い替え行動の影響の

解明を行うため、購買者と非購買者という立場

からそれぞれを前節で記した広瀬モデルに当て

はめて仮説を提唱する。 

既存研究レビューでも述べたが、「態度と行動

の不一致」という問題を現状分析から述べると、

消費者の環境・エコへの関心は高い状態である

にも関わらず、エコ商品の購買には至っていな

い。つまり、非購買者は環境にやさしくしたい

との目標意図（前向きな態度）があるのにもかかわ

らず、エコ商品の購買という環境配慮行動をし

ていないと考えられる。このことからエコ商品

の買い替え行動においては「態度と行動の不一致

が起きている」と考えられる。 

それに対し、購買者は、環境にやさしくした

いとの目標意図(前向きな態度)があること、そし

て、環境に配慮しているエコ商品の購買に至っ
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ていることからエコ商品の買い替え行動におい

ては「態度と行動の不一致が起きていない」と考

えられる。 

以上の考察により、非購買者と購買者には次

の仮説を提唱する。 

 

仮説 1：非購買者には態度と行動の不一致がある 

仮説 2：購買者には態度と行動の不一致がない 

 

次に「態度と行動の不一致」が非購買者にある

とし、「態度と行動の不一致」を広瀬モデルに当

てはめた時、原因どこにあるのか、また買い替

え行動にどのように影響を及ぼしているのかを

解明するために各要因の影響を仮説として提唱

することにする。 

まずエコへの関心は高まっており、エコ家電

の使用は環境に良いという前向きな“態度”があ

るという現状分析により、環境問題に対する 3

つの認知の要因は目標意図に正の影響を与えて

いると考えられる。 

また、形成された環境にやさしくしたいとの

目標意図は、環境配慮行動の行動意図を規定す

る（広瀬[1994]）ということより、次の仮説を提

唱する。 

  

 仮説 3：環境リスク認知は目標意図に 

     正の影響を与える 

 仮説 4：責任帰属認知は目標意図に 

     正の影響を与える 

 仮説 5：対処有効性認知は目標意図に 

     正の影響を与える 

 仮説 6：目標意図は行動意図に 

     正の影響を与える 

 

また現状分析により購買者、非購買者どちら

もエコへの関心は高い状態であり、環境にやさ

しくしたいとの目標意図は形成されているとい

うことが言える。しかしながら、非購買者は行

動意図が形成されていないために、購買行動に

至っていないと考えられる。この非購買者の態

度と行動の不一致の原因は、行動意図を形成する

評価の要因が不足しているからであるといえ

る。 

以上のことから環境問題に対する評価の要因

は行動意図に負の影響を与えると考えられるた

め、次の仮説を提唱する。なお、本研究では社

会規範評価を命令的規範と記述的規範に分け、

それぞれが行動意図に対してどのように影響を

及ぼすのかということも検討するため、社会規

範評価を 2 つに分けて仮説を提唱する。 

 

仮説 7：実行可能性評価は行動意図に 

    負の影響を与える 

 仮説 8：便益・費用評価は行動意図に 

     負の影響を与える 

 仮説 9：命令的規範は行動意図に 

     負の影響を与える 

 仮説 10：記述的規範は行動意図に 

     負の影響を与える 

 

3． 検証 

 

本節では、上記で提示した仮説に対し、調査、

分析を通し、消費者がエコ商品を購買する過程

においての態度から行動へのプロセスを解明し

ていく。なお、調査については、・・ 

 

(1) 調査手法と調査内容 

 消費者がエコ商品を購買する過程におい

ての態度から行動へのプロセスを解明する

ために、消費者調査と多母集団の同時分析

を利用し、実証を試みる。 
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調査手法は、質問紙調査を行った。調査対象

は、定義した対象に即して、20 代以上の男女で

エコ家電の買い替えを行うことが可能な人、主

に世帯主を対象とした。また、対象とした財に

ついても、定義した対象に即して、テレビ・エ

アコン・冷蔵庫の３種類を合わせて「エコ家電」

と設定した。調査実施日は 2010 年 11 月 16 日

(火)から17日(水)である。有効回答数は162名で

あった。 

 

図表―――3 

アンケートの概要 

調査手法 質問紙調査 

調査対象 20 代以上の男女 

サンプル数 182 名 

有効回答数 162 名 

調査期間 11 月 16 日～17 日 

対象とする財 エコ家電 

 

 

(2) 分析方法と手順 

仮説段階でも述べた通りであるが、広瀬は環

境問題ごとに各パスが通るかは定かではないと

しているため、我々はまず、共分散構造分析に

よって、モデル自体の有効性を図る。そのあと

に、購買者と非購買者に分けて、多母集団の同

時分析を行うことにより、その属性ごとに通る

パスにおいて差が出ると考えた。 

 

●分析手順 

本研究の分析手順は以下の通りである。 

 

手順１：因子分析(Factor  Analysis)・信頼性

分析(Reliability  Analysis) 

 次段階の共分散構造分析を行う際の準備段階

として、我々が独自に作成したアンケート項目

から「環境リスク認知」「責任帰属認知」「対処有

効性認知」「目標意図」「実行可能性評価」「便益・

費用評価」「命令的規範評価」「記述的規範評価」

「行動意図」9 つの因子が導かれるかを検証す

る。      

さらに、共分散構造分析による潜在変数を導

く指針として因子の共通性を確認する。因子抽

出においては主因子法、回転はプロマックス回

転を用いる。また、得られた因子の信頼性分析

を行うために、クロンバックの α 係数を算出す

る。各因子の尺度の信頼性分析については補録

として提示する。 

 

手順 2：共分散構造分析(SEM：Structural  

Equation  Modeling) 

 共分散構造分析とは、調査により観測された

変数を基にして観測できない潜在変数を導き、

変数間の因果関係とデータとモデルの適合度を

調べる分析手法である。本研究では、手順１に

よって導かれた八つの因子に対して、各因子同

士の因果関係の差異を調べる必要がある。 

 広瀬モデルに対する共分散構造分析について

は補録として提示する。 

 

手順 3：多母集団同時分析 

 我々が検証したいのは、購買者と非購買者の

差異を探ることにより、態度と行動の不一致と

いう、非購買の原因がどこにあるのかを示すこ

とである。そのため、購買者、非購買者という

母集団ごとにモデルを検証して、各母集団間の

因果関係の強弱を比較するために、多母集団同

時分析を行う。 

 

(3) 分析結果 

 分析結果の提示についても、前述した分析手

順に従って行っていく。 
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図表―――4 

非購買者の他母集団同時分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ●非購買者モデルの解釈・考察 

 非購買者は、「実行可能性評価」から「行動意

図」へ、「命令的規範」から「行動意図」への因

果関係が認められずに。仮説の７、９は棄却さ

れた。そして、仮説１：「非購買者は態度と行動

の不一致がある」は支持された。このモデル上で

の非購買者の特性としては、環境にやさしいとの

目標意図がある。それにも関わらず、命令的規範

評価と実行可能性評価からの影響を受けていな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いこと、また、記述的規範、便益・費用評価の部

分の影響が足りなかったことが購買行動に至ら

ない可能性であると考えられる。 

つまり、行動評価に対する企業などからの訴求

が足りなかったことが態度と行動の不一致を引

き起こしている原因であると考えられる。これは、

我々としては、マーケティングという学問を進め

ていくうえで、非常におもしろ味のある問題であ

ると感じた。（図表４） 

推定値 有意確立

目標意図 ＜--- 環境リスク認知 0.315 仮説3 有意確立10％水準で支持

目標意図 ＜--- 対処有効性認知 0.249 仮説4 有意確立0.1％水準で支持

目標意図 ＜--- 責任帰属認知 0.327 仮説5 有意確立5％水準で支持

行動意図 ＜--- 目標意図 0.414 仮説6 有意確立5％水準で支持

行動意図 ＜--- 実行可能性評価 ― 仮説7 棄却

行動意図 ＜--- 便益・費用評価 0.465 仮説8 有意確立1％水準で支持

行動意図 ＜--- 命令的規範 ― 仮説9 棄却

行動意図 ＜--- 記述的規範 0.368 仮説10 有意確立1％水準で支持

パス図

非購買者
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図表―――5 

購買者の多母集団同時分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ●購買者モデルの解釈・考察  

購買者は、「責任帰属認知」から「目標意図」へ、

「目標意図」から「行動意図」への因果関係が認

められずに。仮説の５、６は棄却された。 

 この結果によって考察できることは、現在の

購買者の多くは、環境にやさしくとの目標意図

が形成されたも、それがエコ商品への買い替えに

つながる要因だとは感じていないということで

ある。環境問題を解決するためには、エコ家電を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら進んで買い替えるべきだと思いますか、

という問いに対しての回答結果により、環境問題

に対しては、なにかしらの行動を起こしたいとは

思っているが、実際にエコ家電に買い替えるとい

う行動は、ほかの要因からの影響が大きいのであ

ろう。つまり、我々が想定していた「態度と行動

の一致」の状態ではなかったが、エコ家電につい

ての購買に至っていたというのが現状である。こ

のことにより、仮説２：「購買者には態度と行動

の不一致がない」は棄却された。 

推定値 有意確立

目標意図 ＜--- 環境リスク認知 0.498 仮説3 有意確立5％水準で支持

目標意図 ＜--- 対処有効性認知 0.437 仮説4 有意確立0.1％水準で支持

目標意図 ＜--- 責任帰属認知 ― 仮説5 棄却

行動意図 ＜--- 目標意図 ― 仮説6 棄却

行動意図 ＜--- 実行可能性評価 0.207 仮説7 有意確立5％水準で支持

行動意図 ＜--- 便益・費用評価 0.684 仮説8 有意確立0.1％水準で支持

行動意図 ＜--- 命令的規範 0.403 仮説9 有意確立0.1％水準で支持

行動意図 ＜--- 記述的規範 0.219 仮説10 有意確立5％水準で支持

パス図

購買者



12 

 

それには、さまざまな要因が考えられるが、や

はり、「エコ＝自分へのベネフィット」と捉えて

購買に至る消費者が多いと考えられる。 

目標意図から行動意図への因果関係がなかっ

たことには、非常に驚いているが、既に購買者と

なっている消費者の現状としては、環境配慮とし

ての購買行動ではなかった。（図表 5） 

 

4． 新規提案 

 

 本節では、これまでの分析結果をもとに、エ

コ商品の買い替え行動を促進する新提案を述べ

る。 

 

（1）記述的規範での提案 

まず我々は、分析結果から非購買者に対する

新提案として、便益・費用評価を記述的規範の影

響によって与える提案が効果的であると考え

た。 

我々は記述的規範を「実際にその場で人々がど

う行動しているかを意味する」と定義付けた。こ

の定義をエコ商品の購買行動に当てはめると、周

囲の人がエコ商品を使用しているシーンを見る

ことができ、エコ商品に買い替えていない自分

と比較できるという状況の場合は、記述的規範

がより行動意図に対して影響し、購買に至るので

はないかと考えた。 

そこで我々は比較することによって周囲の人

がエコ商品に買い替えたことによりどれだけ得

をしているか、または自分がエコ商品に買い替え

ないことによりどれだけ損をしているかがわか

るような仕組みが必要なのではないかと考えた。

そのための新提案として「エコ家電」に対しての

コミュニティーサイトを開設し、その中でエコ商

品に買い替えた人と買い替えていない自分の損

得情報をよりわかりやすく「見える化」し比較し

やすくすることを考えている。非購買者がこのサ

イトを利用することによって、エコ商品に買い替

えるという行動はこの状況において適切な行動

だという記述的規範を良い方向で行動意図に影

響させることができると考えた。 

 

（2）命令的規範での提案 

また消費者全体に対しては先ほどの記述的規

範を使ったアプロ―チと合わせて命令的規範を

使った新提案をすることにより社会的規範から

のアプローチを強くすることができると考えた。

命令的規範からの新提案としては、買い替えの

際のリサイクル費用を利用したコーズマーケテ

ィングを行う仕組みを作るべきであると考えた。

コーズマーケティングとは特定の商品を購入す

ることが、環境保護や教育支援などの社会貢献

に結びつくと訴える販売促進キャンペーンを代

表とする、新しいマーケティング手法である。よ

く知られている例として、ヴォルビックの「1L 

for 10L」が挙げられる。先ほども述べたが、エ

コ商品の買い替えは環境によく社会的にもよい

ことであるという状況の場合は、命令的規範が

より行動意図に対して影響するとされている。コ

ーズマーケティングによりエコ商品を購入する

ことが環境保護などの社会貢献に結びつき、社会

的に良いことだという状況を作り出すことによ

って、命令的規範をより良い方向で利用しエコ商

品を購買しようという行動意図へ結びつけるこ

とができるのではないかと考えた。 

 しかし今までの耐久消費財では、コーズマー

ケティングはあまり目立つものがなかった。そ

れは、耐久消費財の特性により、価格や耐久年

数が高く、日常的に購買できるものではないこ

とや、社会貢献のレスポンスの遅さ、手軽さがな

いという理由などにより、なかなか企業が取り

組もうとしなかったからであると考えられる。  
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 そこで私たちは、既存の家電をより環境に配

慮したエコ家電に買い替える際にかかる、リサイ

クル料を環境問題に苦しむ国々に寄付すること

ができる仕組みを作り社会貢献ができる状況を

作り出すことにより、消費者全体への新提案とす

る。 

 

④―――結論 

 

 本研究は、環境配慮行動には「態度と行動の不

一致」が起きていることを示し、さらに、現在で

はどのような要因が原因として働いているのか

を、購買者と非購買者で比較することにより、

購買に至らない原因を差として表すことに成功

した。そして、その原因であった「社会規範」を

どのように消費者に対して訴求すべきかについ

てを示した。 

 

まず、従来の環境問題に対するキャンペーン

では、環境問題や環境保全への関心を高めるこ

とはできても、実際の環境配慮行動にはつなが

らないという現状であった。これは、我々が行

ったアンケートの結果を見てもわかるが、消費

者の環境に対する前向きな態度や環境に対する

関心というのは、いずれにしても高い状態であ

る。しかしながら、環境配慮行動には環境問題

の意識と行動の隔たりがあるため、結論として

は、エコ商品の購買には至っていないこととな

る。 

  そこで、我々の見解としては、非購買の原因

とは行動意図を形成する 3 つの評価「実行可能性

評価、便益・費用評価、社会規範評価」のなかで

も、現在、企業からのＣＭなどの広告の少なさ、

また、それに対する消費者の影響力の少なさ、

以上の理由により、消費者に向けて、社会規範

から訴求するべきだと考えた。 

 

 上記したが、社会規範とは「命令的規範・記述

的規範」に分かれる。これを、我々は、命令的規

範を「人々がその場でどう行動すべきかを意味す

る」、記述的規範を「実際にその場で人々がどう

行動しているかを意味する」と定義付けた。この

2 つの規範は、状況によって、また影響に応じ

て、行動意図に影響する種類が違うと考えた。

つまり、エコ商品の買い替えは環境によく社会

的にもよいことであるという状況の場合は、命

令的規範がより行動意図に対して影響する。ま

た、周囲の人がエコ商品を使用しているシーン

を見えて、比較できるという状況の場合は、記

述的規範がより行動意図に対して影響する。 

 

⑤―――今後の展望と可能性 

 

本研究を通して、態度と行動の不一致という

環境配慮行動に生じてしまう乖離現象を、今後

も更に研究する必要性があるものとの考えがよ

り一層強まった。我々が研究したのは、その原

因の一つである「社会規範」だけであり、それを

どのようにしたら態度と行動の不一致を防ぐこ

とができ、購買行動を促進することができるの

か、ということである。 

何度も繰り返すが、原因は「社会規範」だけで

はなく、広瀬のモデル上では、実行可能性評価、

便益・費用評価が挙げられ、更に言及すれば、

エコ家電への買い替えには、そのほかにもかか

わってくる要因があるだろう。 

このような点では、この研究は完成されたも

のではなく、今後も研究する必要があるとし

た。 

さらに、過去の研究(Kassajian[1971]、

Antil[1984] )においても、「選択対象行動への精

通性(環境保全に関する知識量)」の重要性が指摘
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されているが、広瀬は「環境問題に対する認知の

度合いによって目標意図を持つか否かが大きく

左右される」としている。 

 つまり、自分が行っている環境配慮行動がど

のような環境問題へと繋がっているかという、

具体的な認知がより一層の環境配慮行動での目

標意図を形成する。このことにより、消費者へ

の訴求方法としては、 

 

⑥―――終わりに 

 

 我々は、「エコ商品の買い替え」に着目して本

研究を行い、「社会規範」からの訴求をいかにし

て消費者に伝えればよいか、また、消費者の置

かれている状況によって、影響される社会規範

の種類は異なるという結論に至った。 
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補録①  分析結果補足資料 

 

 

分析の結果、α 係数は「環境リスク認知」の因

子が 0.776、「責任帰属認知」の因子が 0.733、

「対処有効性認知」の因子が 0.828、「目標意図」

の因子が 0.849、「命令的規範」の因子が 0.796、

「記述的規範」の因子が 0.883、「実行可能性評

価」の因子が 0.778、「便益・費用評価」の因子

が 0.731、「行動意図」の因子が 0.864 となり、

すべての尺度において十分な数値が得られたた

め、尺度の内的整合性は高いと判断した。 

以上の分析結果により、最終的な購買時点の

因子は９つが検出され、各々の信頼性もあると

いえる。 

 

共分散構造分析による検証及び考察 

 前節で仮説として示した広瀬モデルを、統計

ソフト SPSS Inc PASW Statisics 18 および

Amos18.0 を用いて共分散構造分析によって経

験的にテストした。 

潜在変数の信頼性分析を行ったところ、クロン

バックの α 係数は以下の表のような結果となり、

全ての潜在変数の α 係数は十分に高い数値であ

ったため、次の段階である、共分散構造分析に

よって、モデルの全体評価を行った。 

X2 値は 1048.532 で、自由度は 342、有意確立は

1％水準で有意であった。適合度指数 GFI および自

由度調整適合度指標 AGFI は各々.662 および.599

で、数値としては当てはまりが、あまりよくはない結

果であった。平均二乗誤差平方根 RMSEA は.113 で

あり、これも、多少の当てはまりの悪さがある。 

 

 

 

しかしながら、広瀬モデルの有効性を検証す

るためにも、部分的評価を行うことにする。 

 

環境リスク認知  責任帰属認知 

Cronbach の

アルファ 項目の数 
 

Cronbach の

アルファ 項目の数 

.776 4  .733 2 

     

対処有効性認知   目標意図  

Cronbach の

アルファ 項目の数 
 

Cronbach の

アルファ 項目の数 

.828 4  .849 4 

     

記述的規範  命令的規範 

Cronbach の

アルファ 項目の数 
 

Cronbach の

アルファ 項目の数 

.883 3  .796 3 

     

実行可能性評価   便益費用評価  

Cronbach の

アルファ 項目の数 
 

Cronbach の

アルファ 項目の数 

.778 2  .731 2 

    

行動意図    

Cronbach の

アルファ 項目の数 
   

.864 3    

  

X2＝1048.532 

GFI=.662 AGFI=.599 

RMR=.223 RMSEA=.113 
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補録② アンケート 

 

以下の 4 ページおいて、アンケートの内容を提示する 

 

設問1) 今現在、さらには将来起こりうる環境問題についておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

　　　　　（環境問題とは、地球温暖化、オゾン層の破壊、熱帯林の減少、酸性雨、砂漠化などが挙げられます。）

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0101　環境問題の被害は人類の未来にとって深刻だと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0102  環境問題によって生態系に影響があると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0103　今後、環境問題はさらに大きな問題になっていくと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0104　環境問題により被害を受けている国、及び人がいると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

設問2)　環境問題の責任、原因についておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0202　環境問題の主な責任は先進諸国にあると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0203　日本にも環境問題の責任があると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0204　あなたの身の回りにも環境問題の原因となるものがあると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

設問3)　環境問題の対処方法に関しておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0301　あなた自身の行動によって、環境問題の改善に貢献できると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0302　環境問題は、多くの人が行動を起こすことで解決に近付くと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0304　エコ家電の機能、性能は、環境問題を改善に導くのに有効なものだと思い
ますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

環境問題及び、エコ家電への買い替えの意識調査

○ご挨拶

専修大学商学部(奥瀬喜之ゼミナール所属)
栗原 昌弘　田中 秀司　柴田 悠紀子　元島 有美　徐 旬

0201　環境問題の責任は人類にあると思いますか。

【調査責任者】専修大学商学部3年生　栗原 昌弘(電話番号080-3171-3106)

現在、私達は環境配慮行動におけるエコ家電の買い替え行動について研究を進めております。このたび、環境問
題、及びエコ家電への買い替え行動についての意識調査のため、以下のアンケートを作成致しました。
皆様方に回答いただきまして得た結果はコンピューターで統計的に処理され、プライバシーは保護されます。また、
学術研究以外での目的でデータが使用されることはなく、本研究終了後、回収したアンケートは処分いたします。大
変お手数ではございますが、私達の純粋な学術研究の趣旨をご理解の上、ご協力の程、宜しくお願い致します。

0303　エコ家電に買い替えることは、環境問題を改善に導く対策のひとつだと思いますか。
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設問4)　環境配慮行動への意識についておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0401　できるだけ環境に配慮した暮らしをしたいと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0402　地球環境には優しくあるべきと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0403　環境に対して何かしらの貢献をしたいと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0404　環境問題を改善したいと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

設問5-1)　エコ家電の買い替えについておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。
　　　　　   （エコ家電とは「環境に配慮したエアコン・テレビ・冷蔵庫」としてお考え下さい。）

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0501  周囲の人がエコ家電に買い替えていたら、自分も買い替えたいと思いますか。
0502　周囲の人にエコ家電の買い替えを勧められたら、買い替えたいと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0503　周囲の人がエコ家電を買い替えることに対して好意的であったら、 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
　　　　あなたも好意的に思いますか。
0504　周囲の人がエコ家電を使用していることを聞いたら、 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
　　　　あなたも使ってみたいと思いますか。
0505　環境問題を解決するためには、エコ家電を自ら進んで買い替えるべきだと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0506　家電の買い替えを検討する際、エコ家電を選択するべきだと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0507　エコ家電を使用していることに対して社会から良い評価を受けるべきだと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0508　エコ家電に買い替えないことが環境問題に対して悪影響を与えていると周りの人から
　　　　聞いても、あなたは罪悪感を感じませんか。

設問5-2)　エコ家電の買い替えにおける手軽さについておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0601　エコ家電に買い替えることのできる店舗や手段が身近にあると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0602　エコ家電に関する知識や情報集める事は容易だと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0603　エコ家電に買い替えることのできる店舗や手段が身近にないと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0604　エコ家電に買い替える際に必要な知識や情報を集めることは困難だと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0605　ＣＭなどでエコ家電に対する情報を得られていると思いますか。
0606　ＣＭなどでエコ家電がどこで買えるかという情報を得られていると思いますか。

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
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設問5-3)　エコ家電の買い替えについておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0509  周囲の人がエコ家電を開発している企業に対して高く評価している場合、
　　　　自分もその企業を高く評価すると思いますか。
0510  店員がエコ家電についているエコラベルの意味を教えてくれた場合、
　　 エコラベルについて注意するようになると思いますか。
0511  エコ家電に買い替えるという環境に配慮する姿勢は
         社会的に評価されるべきことだと思いますか。
0512  エコ家電への買い替えが流行したら、あなたもその流行にのると思いますか。
0513  周囲の人がエコ家電へ買い替えても、自分は買い替えたくないと思いますか。
0514  周囲の人にエコ家電に買い替えたことによる節約効果を教えてもらったら、
         エコ家電についての興味がわくと思いますか。

設問５-4）　エコ家電の買い替えにおける便利さ、及び費用についておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0701　エコ家電の販売価格は通常の家電と比べて価格が高いと思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

0703　エコ家電に買い替えることによって、生活がより便利になると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0704　エコ家電に買い替えることによって、生活が不便になると思いますか。 6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
0705  ＣＭなどでエコ家電に対する割引情報を得られていると思いますか。
0706  ＣＭなどでエコ家電の新機能の情報を得られていると思いますか。

設問5-5)　エコ家電の買い替えについておたずねします。あてはまる番号に○印をお付け下さい。

非
常
に

そ
う
思
う

そ
う
思
う

少
し
そ
う
思

う

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な

い

全
く
そ
う
思

わ
な
い

0515  エコ家電に買い替えることは、社会から評価されるべきことだと思いますか。
0516  エコ家電に買い替えないことは、社会から非難されるべきことだと思いますか。
0517  店員にエコ家電は環境に配慮した製品だと勧められたら、
         エコ家電についての興味がわくと思いますか。
0518  環境問題解決のためにエコ家電に買い替えることは、
         消費者としての義務だとも言えると思いますか。
0519  店員からエコ家電に対する良い情報を聞いたら、
　　　　エコ家電についての興味がわくと思いますか。
0520  身近な人がエコ家電への買い替えに対して無関心だったら、
　　　　自分も関心を持たないと思いますか。
0521  ＣＭなどでエコ家電は社会的によいものだという情報を得られていると思いますか。
0522  ＣＭなどでエコ家電は周囲の人が買っているという情報を得られていると思いますか。
0801  エコ家電に買い替えたいと思いますか。
0802　近いうちにエコ家電に買い替えたいと思いますか。
0803　機会があればエコ家電に買い替えたいと思いますか。

0702　節水、節電などのエコ家電の節約（省エネ）効果は経済的だと思いますか。

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1
6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-  1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

6　-　5　-　4　-　3　-　2　-　1

 



19 

 

最後にあなた自身ついておたずねします。　あてはまる番号に○印をお付け下さい。
Q.1　あなたの性別をお答えください。　
1．男 2．女

Q.2　あなたの年代をお答えください。
1.20代 2．30代 3．40代 4．50代 5．60代　　6．70代　　7.80代

Q.3　あなたはエコ家電（環境に配慮したエアコン・テレビ・冷蔵庫）に買い替えた経験はありますか？
１．はい ２．いいえ

Q.4　Q.3で「はい」とお答えいただいた方のみお答え下さい。

　　　あなたはどのような理由でエコ家電に買い替えを行いましたか。

Q.５　Q.3で「はい」とお答えいただいた方のみお答え下さい。
　　　あなたはエコ商品買い替えの際、誰または何の影響を受けましたか。
　    （　                              　　　　　　　　　　　　　　）

Q.6　あなたの身の回りの人(家族、友人等)はエコ家電を所有していますか。

１．はい ２．いいえ

Q.7  エコ商品の買い替えは環境配慮行動になると思いますか。また、その理由をお答えください。

１．はい ２．いいえ

Q.8  エコ家電に買い替えないことが経済的に損だと知ったら、あなたは買い替えたいと思いますか。
１．はい ２．いいえ

Q.9　「どんな人がどんなエコ活動をしたのか」ということを数字で見ることができる
　　　インターネット上のサイト（例：ダスキンの数字でエコのタネ）を見たことがありますか。
１．はい ２．いいえ

Q.10　エコ家電に買い替えることによって社会的に貢献できるキャンペーンがあったら、買い替え意欲が増しますか。
１．はい ２．いいえ

アンケートは以上です。お忙しい中ご協力ありがとうございました。
記入漏れがありますとデータが無効になってしまいますので、再度ご確認をお願いします。

　　　(　　　　　　　　　　)

　　　(　　　　　　　　　　)

 


